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共済年金

確定拠出年金
（個人型）

確定給付
企業年金

国 民 年 金 （ 基 礎 年 金 ）

自営業者等 公務員等民間サラリーマン
第２号被保険者の

被扶養配偶者

2,091万人 (3,839万人)

第１号被保険者第３号被保険者 第２号被保険者等

(7,009万人)

(数値は、注釈のない限り平成19年3月末）

厚生年金保険

（代行部分）

加入員数 3,379万人

旧三共済、旧農林共済を含む

加入員数
525万人
H19.7.1

厚生年金
基金

国民年金基金

加入員数
69万人

※ 第２号被保険者等は、被用者年金被保険者のことをいう（第２号被保険者のほか、

65歳以上で老齢又は退職を支給事由とする年金給付の受給権を有する者を含む。）。

※ （）内の数値は、時点が異なる数値を単純に合計して得られた参考値。

確定拠出年
金（企業型）

加入員数
46０万人
H18.3.31

1,079万人

加入者数
8.5万人

H19.7.31

適格退職
年金

加入者数
248万人
H19.７.31

（職域加算部分）

加入者数
506万人

１ 国民年金基金と国民年金基金連合会
（１）年金制度の体系

加入者数
478万人
H19.7.1
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（２）国民年金基金と国民年金基金連合会の役割

① 国民年金基金 （平成３年度から設立）

○目的
• 国民年金第１号被保険者の老後所得保障の充実を図るため、老齢基礎

年金に上乗せして年金給付を行う。

○加入資格
• 国民年金の第１号被保険者（保険料免除者等を除く）
• 一人一人が自らの意思により、加入し、掛金を納付

○運営
• 地域型基金（４７）と職能型基金（２５）
• 事前積立方式
• 掛金納付は口座振替

○給付
• 老齢年金と遺族一時金
• 終身年金を基本とし、加入者の選択により有期年金を組合せ
• 原則６５歳支給開始（一部６０歳）
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② 国民年金基金連合会 （平成３年度設立）

○国民年金基金の中途脱退者に対し、老齢年金と遺族一時金を支給

中途脱退 中途脱退

Ａ基金加入 Ｂ基金加入２０歳 ６０歳

年金・一時金 受給者

•支給義務の移転
•原資の移換

※連合会においては、この他に積立金の運用等を行っている。

※中途脱退者とは、基金の加入員資格を60歳到達前に喪失された方（基金に１５年以

上加入した方を除く）をいう。

連合会
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（３）国民年金基金の年金

基 金
連合会

（中途脱退者分）
合 計

受給者数 １６．１万人 １．８万人 １７．９万人

年金額（年額）

（一人当たり）
２４万円 １５万円 ２３万円

年金額（年額）

（総額）
３８２億円 ２８億円 ４１０億円

（平成１８年度末時点）
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２ 加入から年金受給までの流れ
（１）国民年金基金

（注）一部加入員は、６０歳に支給開始となり、その際に裁定請求案内を行う。

国民年金基金
国民年金

第１号
被保険者
（加入員）

⑥裁定・年金証書

①加入申出・掛金納付

⑤裁定請求

③資格喪失届

②納付結果通知/社
会保険料控除証明
書の送付（年１回）

④裁定請求案内
（６５歳到達時（注））

①事務の流れ
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②６０歳到達時の案内

• 加入員が６０歳に到達した際、掛金納付実績、受取予定年金額、裁定請求
手続き等を案内。
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③年金裁定請求書の送付

・ 加入員が６５歳に到達した際、裁定
請求書を送付。

注）一部加入員については、６０歳到達時に送付。

・ この他に随時、電話等の連絡を受
けて、受給資格のある方に裁定請求
書を送付。
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（２）国民年金基金連合会
①事務の流れ

（注）一部中途脱退者は、６０歳に支給開始となり、その際に裁定請求案内を行う。

国民年金基金
連合会 中途脱退者

③裁定請求案内
　（６５歳到達時（注））

国民年金基金

④裁定請求

①移転 ②承継通知書

⑤裁定・年金証書


